
ゼウス神像左足
前3世紀 アイ タヽヌム出主 大理石

彫刻のすばらしさのみならず、

大きさに圧倒されます。

<開 催中>

平山郁夫の絵画と
アフガニスタンの至宝
～流出文化財を守れ～

2005年 7月9日(土)一
12月11日(日)

【会場】 当 館 本館および別館

【開館時間】10100～ 17100(入館は16,30ま で)

【休館日〕 火曜日(祝日の場合は聞館)、

7～9月は無休

10月からは毎週火曜日が

休館となります。lBし、

祝日の場合は開館しています。

【入館料】 一般1000円 高張生 大学生700円

」ヽ 中学生500円 (毎週日曜日は無料)、

障害者 無料(介護者は1名まで500円 )

※70歳以上は100円 書Jヨ

※団体(20名以上)は各100円 言1引

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
は
タ
リ
バ
ー
ン
政
権
下
に

遣
跡
や
博
物
館
で
略
奪
が
行
わ
れ
、
多
く
の
文

化
財
が
国
外
へ
流
出
し
ま
し
た
。
ユ
ネ
ス
コ
親

善
大
使
で
も
あ
る
平
山
郁
夫
画
伯
は
ア
フ
ガ
ニ

ス
タ
ン
か
ら
流
出
し
た
文
化
財
を

〈文
化
財
難

民
〉
と
し
て
保
護
す
る
こ
と
を
提
唱
し
、
日
本

国
内
で
百
三
十
七
点
の
文
化
財
が
保
護
さ
れ

ま
し
た
。
現
在
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
首
都
カ
ー
ブ

ル
で
は
博
物
館
の
修
復
が
終
わ
り
、
遣
跡
の
調

査
も
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
流
出
文
化
財
が
新

し
い
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
政
府
に
返
還
さ
れ
る
日
も

そ
う
遠
く
な
い
で
し
ま
つ
。

当
館
で
は
保
護
さ
れ
た
百
三
十
七
点
の
う
ち
、

九
十
九
点
の
文
化
財
を
展
示
し
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ

ン
の
文
化
を
紹
介
す
る
と
共
に
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ

ン
を
描
い
た
平
山
郁
夫
の
絵
画
と
貴
重
な
写

真
資
料
に
よ
っ
て
内
戦
前
と
今
日
の
ア
フ
ガ
ニ
ス

タ
ン
を
対
比
し
、
文
化
財
保
護
の
大
切
さ
と
そ

れ
に
対
す
る
支
援
を
あ
ら
た
め
て
訴
え
ま
す
。

〔協賞〕

(財)平山郁夫シルクロ
ード実術館、

(財)文化財保護 芸術研究助成財団

山梨日日新聞社 山梨放送、縮縛社

山梨県、山梨県数百委員会、北1と市、

垂崎市教育委員会、南アルプス市、

甲空市 小淵沢町、NHK甲 府放送局、

テレビ山梨、エフエム富士、

平山部夫美術館

キリンビール、仙 Jア

〔主催】

【後援】

平山郁夫欧州写生絵巻
―イタリア・ローマ編―

2005年 10月5日(水)一

12月11日(日)本館二階コーナー展示

昭
和
三
十
六
（一九
杢

）年
秋
に
、
第
一
回
ユ
ネ

ス
コ
・
フ
ェ
ロ
ー
シ
ッ
プ
の
留
学
生
に
選
ば
れ
た
画

家
平
山
郁
夫
は
、
「
東
西
宗
教
美
術
の
比
較
」

を
テ
ー
マ
と
し
て
、
翌
年
、
昭
和
三
十
七
年
十
一

月
一日
に
最
初
の
目
的
地
イ
タ
リ
ア
に
旅
立
っ
た
。

時
に
三
十
二
歳
で
あ
っ
た
。

の
ち
に
平
山
郁
夫
は
】」
の
旅
を

「古
代
、
ル
ネ

ツ
サ
ン
ス
、
近
代
と
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
化
に
接
し
、

大
変
な
も
の
を
学
び
、
教
え
ら
れ
た
旅
で
あ
つ

た
」
と
話
り
、
こ
の
絵
巻
物
を

「記
念
の
旅
絵
日

記
」
と
述
べ
て
い
る
。

こ
の
旅
か
ら
外
国
の
文
化
を
通
し
て
日
本
を

見
る
こ
と
の
重
要
さ
を
学
ん
だ
平
山
郁
夫
は
、

や
が
て
日
本
文
化
の
源
流
を
求
め
て
壮
大
な
シ

ル
ク
ロ
ー
ド
ヘ
の
旅
に
出
る
こ
と
に
な
る
。

今
回
展
示
さ
れ
る
絵
巻
物
は
、
平
山
郁
夫
の

シ
ル
ク
ロ
ー
ド
世
界
へ
の
第
一歩
と
も
云
う
べ
き

記
念
碑
的
か
つ
珠
玉
の
作
品
集
で
あ
る
。


